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登 別 市

第１回登別市下水道事業運営審議会資料



下水道事業の仕組み①
下水道計画区域

下水道計画区域以外

下水道で汚水処理

浄化槽で汚水処理
（個別排水処理施設事業）

（公共下水道事業）

①



下水道事業の仕組み②

市が主要道路に沿って
下水道管を設置

各家庭が下水道管と自宅を繋ぎ、
し尿や生活排水などを流す

各家庭のし尿や生活排水を集め、
処理場できれいな水に処理

②



登別市の公共下水道事業①
事業開始（下水道管整備着手）：昭和５６年度
供用開始（汚水の受入開始） ：平成２年度

１，４９８．０ｈａ
（全体計画区域）

１，１２４．６ｈａ
（整備済面積）

計画区域のうち
下水道管を整備した面積

下水道計画区域

※すべて平成２７年度実績 ③



④



登別市の公共下水道事業②

４９，６３０人（①）登別市総人口
総人口のうち
下水道管敷設地域の人口 ４７，４８３人（②）

処理人口普及率（②／①） ９５．７％

実際に下水道を
利用している人数

４１，１１０人（③）

水洗化率（③／②） ８６．６％
※すべて平成２７年度実績 ⑤



過去１０年間の汚水排除量の推移

過去１０年間に約４０万 増加
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⑥㎥



過去１０年間の下水道使用料の推移

過去１０年間に約７千万円増加
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506,502千円

573,698千円

⑦



過去１０年間の一般会計繰入金の推移

過去１０年間に約２億３千万円増加
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871,479千円

⑧



過去１０年間の公債費の推移

過去１０年間に約４億４千万円増加
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1,537,246千円

1,097,571千円

⑨



下水道使用料について①
Ｈ２年度の供用開始以降、２度の改定を実施

平成 ６年度の改定 平均改定率１１．０７％
平成１０年度の改定 平均改定率１１．４９％

現行の使用料料金表
水道の使用量

基本料金 ８ までの水量 1,320 円
８ を超え
２０ までの水量 170 円
２０ を超え
５０ までの水量 175 円

５０ を超える水量 180 円
基本料金 １００ までの水量 2,500 円
超過料金
（１ につき）

１００ を超える水量 25 円
公衆浴場用

金　額

一般用 超過料金
（１ につき）

⑩



下水道使用料について②
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下水道使用料の状況（全道３５市）

1カ月3,629円（16位）

※１カ月の汚水排除量２０ の標準家庭で比較
⑪


